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ラーダークリシュナン著 「ヒン ドゥーの人生観」についての考察
嶋 村 哲 弘
1.は じ め に ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン
ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン(SarvepalLiRadhakrishnan..1977)
南 イ ン ドの マ ドラ ス に 生 ま れ 、 マ ドラ ス ・キ リ ス ト教 大 学 を卒 業 後 、 カル カ
ッ タ大 学 哲 学 教 授 、 ア ジ ア 人 と し て始 め て オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 教 授 、 更 に
ベ ナ レ ス ・ヒ ン ド ゥ ー 大 学 学 長 を 歴 任 す る。 国 際 連 盟 や ユ ネ ス コ に 於 て も活
動 し、 独 立 後 、 中 ソ大 使 に 起 用 さ れ 、 帰 国 し て 副 大 統 領 、 っ い で 第 二 代 の イ
ン ド連 邦 大 統 領 と な る 。(1)
彼 は 比 較 哲 学 の 上 で 、 ま た イ ン ドの 哲 学 思 想 を 哲 学 者 一 般 の 関 心 の も と に
も た ら し た と い う点 で 最 も功 績 が 大 き い と され る。 彼 は 東 西 文 化 比 較 研 究 に
関 す る多 く の 書 を著 わ し て い るが 、 そ の 哲 学 的 立 場 は ヴ ェ ー ダ ー ン タ哲 学 、
特 に シ ャ ン カ ラ 派 の そ れ を受 け た 一 元 論 的 な も の で あ る 。(2)主要 な 著 書 に 、
『IndianPhiLosophy』(1923)、 「The且induViewofLife』
(1927)、 『AnIdealistV量ewofLife』(1929)、 『Ea8tern
ReligionaandWesternThought』(1939)、 『Religionand
Society』(1948)な どが あ る 。
2、 「 ヒ ン ド ゥ ー の人 生 観 』
こ こに と りあ げ る 「 ヒ ン ド ゥ ー の 人 生 観 』(The且induViewofLife)
に は 、 ラ ー ダ ク リ シ ュ ナ ン 独 自 の 見 解 が こ こ か し こ に 見 出 され 、 こ の 点 で ヒ
ン ド ゥー 思 想 の 一 般 的 解 説 と 共 に 、 ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン 自身 の 人 生 観 ・
宗 教 観 を 窺 う こ と が で き る。
本 書 は 四章 か らな っ て お り、 以 下 、 各 章 の 順 に従 い 梗 概 を 述 べ て い く こ と
に す る 。
第 一 章 宗 教 経 験 そ の 本 質 と 内 容
イ ン ドに は 、 様 々 な 諸 形 態 を ひ とつ に ま と め て い る 精神 的 な統 一 体 が 存 在
す る。 ヒン ド ゥー イ ズ ム の 枝 葉 的 な もの に と ら わ れ て い て は 本 質 的 な も の は
得 られ な い ・
宗 教 経 験(religiousexperience)な し に宗 教 は あ り得 な い 。 宗 教 と
は 盲 目 的 信 仰 や 儀 礼 の 遂 行 で は な く 、 実 在 の 本 質 に 対 す る洞 察(darsana)
あ る い は 実 在 の 経 験(anubhava)で あ る 。 宗 教 経験 は 直 観 に よ る 実 在 の 知
覚 で あ るが 、 我 々 は それ に知 的 表 現 を 付 し て 論 理 的 に 確 実 な もの とす る。 ヴ
ェー ダ が 権 威 あ る もの と さ れ る の は 、 そ こ に は 魂 の 直 観 に よ る実 在 の 経 験 が
記 さ れ て い る か らで あ る 。
ζ ン ド ゥー イ ズ ム の 諸 形 態 、 各 々 の 宗 派 は 総 て ヴ ェ ー ダ ー ン タ 哲 学 を共 通
の 基 盤 と し 、 い ず れ も が ヴ ェー ダ ー ン タ哲 学 の 影 響 を受 け て 発 展 して き た 。
ヴ ェ ー ダ ー ン タ 哲 学 は ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム の 本 質 的 観 念 と し て 四 ・五 千 年 に わ
た っ て 続 い て き た も の で あ り、 そ れ は 決 し て宗 派 的 な もの で は な い 。
宗 教 経 験 の 知 的 表 現 が 多 様 な の は 、 究 極 的 実 在 は 人 そ れ ぞ れ の在 り方 に 合
わ せ て 様 々 な 姿 を と り得 る か ら で あ る 。 従 って 神 の 様 々 な叙 述 は 総 て 同 一 の
実 在 を示 そ う と し た もの で あ る。 実 在 そ の もの は 不 可 捉 ・不 可 説 で あ り、 敢
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え て 表 わ そ う と す る 場 合 で も沈 黙 や 否 定 的 叙 述 で しか 表 現 され 得 な い 。 しか
し人 間 の心 は 限 定 され た もの を 求 め る た め 、 人 格 化 され た 神 観 念 が 生 まれ る 。
だ が 擬 人 的 な 神 観 念 は 相 対 的 な も の に す ぎ ず 、 中 心 的 実 在 は あ く ま で 人 格 を
越 え た も の で あ る。 ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム は 一 切 の 宗 教 概 念 を 事 実 と し て 容 認 し
た 上 で 、 そ れ らを知 的 発 達 の 段 階 に分 け て 区 別 す る 。 我 々 は 自 己 の 神 観 念 を
最 高 の もの へ と向 上 させ ね ば な ら な い 。
第 二 章 宗 教 対 立 と ヒ ン ド ゥ ー 的 態 度
世 界 の 神 秘 主義 に は 著 しい 類 似 性 が 見 出 さ れ る 。 宗 教 的 神 秘 体 験 の 表 現 が
異 な って い る の は 、 そ れ ら が 唯 一 な る 中 心 的 実 在 の 異 な っ た 側 面 を 表 わ し て
い るか ら に す ぎ な い 。 こ の 真 理 を 踏 ま え て ヒン ド ゥ ー イ ズ ム は包 括 的 態 度 を
発 展 させ 、非 ア ー リア ン的 な もの を も含 め 様 々 な 神 々 を 受 け 入 れ 、 そ れ ら総
て を 正 当 化 し た 。 異 な っ た 信 条 を 唱 え る 多 く の 宗 派 は皆 、 ヒ ン ド ゥ ーの 枠 組
の 内 に あ る 。
あ る 意 味 で 、 ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム は 最 初 の 伝 道 宗 教 と 見 做 され る で あ ろ う 。
た だ し 、 そ の 布 教 精 神 は 改 宗 を 迫 る そ れ とは 異 な る 。 重 要 なの は 行 為 で あ り
信 条 で は な い 。 ヴ ェー ダ 時 代 の ア ー リ ア ン は 原 住 民 の 素 朴 な 信 仰 の 神 々 を総
て 認 め 、 自 分 達 の 神 々 と同 列 に置 い た 。叙 事 詩 に は 、 ヴ ェ ー ダ の 信 仰 と非 ヴ
ェ ー ダ 的 信 仰 と の 調 和 を 示 す 話 が 見 出 さ れ る 。 ヴ ェ ー ダ の 文 化 は ドラ ヴ ィ ダ
人 の 影 響 を 受 け なが ら ヒ ン ド ゥー文 化 へ と変 化 し た 。
宗 教 改 革 の ヒ ン ド ゥ ー 的 方 法 は 本 質 的 に は 民 主 的 な もの で あ り 、 個 々 の 宗
派 が そ れ ぞ れ の 伝 統 に 従 っ て 真 理 を 獲 得 す る の を認 め る 。 個 人 の 持 っ 欠 陥 や
経験 の 片 寄 りは 、 そ の 者 の 宗 教 観 に 反 映 され る。 粗 雑 な 信 仰 を洗 練 す る 正 し
い方 法 は 、 心 の 中 の 偏 見 や 欠 点 を 直 す こ とで あ る 。 ヒ ン ド ゥ ー的 方 法 は強 制
や 脅 迫 で は な く示 唆 と説 得 を用 い た 。 神 々 の 名 称 上 の相 違 は ヒン ド ゥー に と
って 重 要 な こ と で は な い 。 様 々 な 名 称 は 中 心 的 実 在 と同 一 視 され る 。 し か し
ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム は 、 あ らゆ る宗 教 を 同 じ レベ ル に 考 え て い るの で は な い 。
劣 った 宗 教 形 態 が 寛 大 に 扱 わ れ る こ と はあ って も 、 よ り高 い 理 想 と 、 よ り純
粋 の 信 仰 は 一 貫 して 主 張 され る 。 個 々 の 人 間 、 集 団 、 民 族 は 尊 重 す べ き 個 体
性 を持 っ 、 と い う ヒン ド ゥ ーの 理 論 は 次 第 に 広 ま って い る。
高 度 な 文 明 を 持 つ 国 に も未 だ 野 蛮 な も の が 残 って い る の は 、 宗 教 に は 執拗
に 逆 戻 りす る傾 向 が あ る か ら で あ る 。 我 々 が よ り高 度 な 知 的 ・道 徳 的 水 準 に
教 化 され な い 限 り、 古 い 観 念 は 根 絶 さ れ 得 な い 。
今 日 、 世 界 は 小 さ く な り、 我 々 は平 和 と 共 存 の 道 を求 め て い る 。 し か し 宗
教 が排 他 的 で あ る 限 り対 立 は 避 け 難 い 。 宗 教 対 立 の 問 題 の ヒン ド ゥ ー的 解 決
方法 は 、 将 来 、 必 ず 評 価 さ れ るで あ ろ う。 比 較 宗 教 の 研 究 は他 の 宗 教 に 対 す
る、 よ り公 平 な 態 度 を 発 展 させ つ つ あ る。 教 条 主 義 や 主 知 主 義 が 異 端 を 排 除
し よ う と す る 一 方 、 神 秘 主 義 は 相 違 を あ り の ま ま に 認 め 、 そ れ らの 調 和 を 目
指 す 。我 々 が 宗 教 的 に ょ り成 長 す る ほ ど 、 我 々 は 多 様 性 に 対 し、 よ り寛 容 と
な る 。
第 三 章 ヒ ン ド ゥー ・ダ ル マ(1)
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マ ー ヤ ー の教 義 は 世 界 の 実 在 性 を 否 定 す る も の で あ り、 一 切 の倫 理 を 無 意
味 に す る と 批 判 され る 。 大 多 数 の ヒ ン ド ゥ ー は マ ー ヤ ー の 教 義 を擁 護 し て い
な い が 、 この 理 論 を説 い た シ ャ ン カ ラ は 典 型 的 ヒ ン ド ゥー 思 想 を 述 べ て い る
と し ば し ば 見 做 され る 。 し か し シ ャ ン カ ラの こ の 思 想 を迷 妄 説 と表 わ す の は
正 し く な い 。 彼 は 客 体 の 観 念 的 な もの を 越 え た 実 在 を 主 張 し た 。 モ ー ク シ ヤ
に よ っ て 無 明(avidya)と 明 知(vidya)と の 転 換 が もた ら され る と 、 世
界 は 否 定 され ず 、 む し ろ 再 発 見 され る。 シ ャ ン カ ラ は 一 元 論 に基 づ い た が 、
彼 は 神 と 世 界 の 同 一 性 を 主 張 し た の で は な く 、 神 とは 無 関 係 な 世 界 の 独 立 性
を 否 定 した に す ぎ な い 。 シ ャ ン カ ラ は 不 可 知 論 の 立 場 か ら、 神 と世 界 との関
係 を論 理 的 に定 義 す る の は 可 能 で は な い と考 え た 。 如 何 な る 理 論 も 、現 象 世
界 は 幻 影 で あ り 、倫 理 的 行 為 が 無 意 味 で あ る と は 断 言 し な か っ た 。 シ ャ ン カ
ラ の 僅 か な 俊 継 者 が この 仮 説 を 支 持 し た が 、 こ れ が ヒ ン ド ゥ ー 思 想 の 本 筋 を
表 わ し てい る と は 考 え られ な い 。
一 方 、 これ と は 全 く逆 に 、 こ の 世 界 の 一 切 が神 な らば 、 ヒ ン ド ゥ ー に と っ
て 道 徳 律 は 無 意 味 で あ る と い う反 論 が 為 され る 。 し か し 世 界 は 神 の 内 に 在 る
が 、神 は 世 界 の 内 に 在 るの で は ない 。 ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム は 如 何 な る もの も神
の 存 在 か ら逃 れ て は い な い と断 言 す る が 、 一 切 が 神 で あ る とは い わ な い 。
カ ル マ(業)の 教 義 は 人 間 の 自 由 を 否 定 す る もの と 、 時 に 解 釈 さ れ る。 し
か し、 そ れ は 自 由 の 存 在 と対 立 す る も の で は な い 。 カ ル マ の 原 理 は 、現 在 の
在 り 方 は過 去 の 行 為 に よ って 決 定 さ れ た もの と考 え る 一 方 、 未 来 を 決 定 す る
現 在 の 行 為 を選 択 す る 自 由 を 認 め 、 倫 理 的 行 為 を 第 一 に 要 求 す る 。 人 は 邪 悪
な 行 為 を 神 の 定 め の せ い に し て 正 当 化 す る が 、 神 の 本 性 は 正 義 で あ り、 神 が
そ の よ う な 行 為 を強 い る こ と は な い 。 神 の 正 義 は 厳 格 な 道 徳 律 と し て 現 わ れ
る 。 神 に 許 し を乞 う こ と で 罪 は 拭 い 去 ら れ な い 。 過 去 の 罪 は 我 々 自 身 が 身 を
以 っ て 償 わ ね ば な ら な い 。 カ ル マ の 理 論 は イ ン ドで は 決 定 論 と 混 同 され て し
ま っ た が 、 そ の よ う な絶 望 の 哲 学 は 決 して カ ル マ の 教 義 か ら必 然 的 に 導 か れ
た も の で は な い 。
ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム は 思 想 の 一 形 態 と い う よ りは 、 人 間 の 生 き 方で あ る。 ダ
ル マ は 正 し い 行 為 で あ る 。 生 活 の 各 形 態 、 人 間 の 各 集 団 は、 そ の 存 在 の 法 則
た る ダ ル マ を 持 っ て い る 。 正 義(dharma)、 富(artha)、 芸 術 的 ・文 化
的 生 活(kaina)、 そ し て 精 神 的 自 由(mok§a)は 、人 生 の 四 つ の至 高 の 目
的 で あ る 。 ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム は 世 俗 的 生 活 と精 神 的 生活 との 間 に 如 何 な る 対
立 を も認 め な い 。 富 と圭 福 の 追 求 は 人 間 の 正 当 な 欲 求 で あ る が 、 も し 人 が 究
極 的 に は モ ー ク シ ャ に 至 るべ きな ら、 そ れ らは ダ ル マ に よ っ て 得 られ るべ き
で あ る 。 モ ー ク シ ャ は 精 神 的 覚 醒 ・自 己 解 放 で あ り、 そ の 他 の 一 切 の 行 動 は
こ の 目 的 の た め に 向 け られ る。 自由 を獲 得 す る た め の 道 は 、 知 識(P●～t一亅nana)、
親 愛(bhakti)、 行 為(karma)の 三 つ に 大 き く分 け られ る。
カ ル マ の 個 人 的 側 面 と 社 会 的 側 面 が 不 可 分 に 絡 み 合 わ さ れ て い る の に 対 し、
ヴ ァル ナ 、 す な わ ち カ ー ス トの 理 論 は社 会 的 側 面 を、 ま た ア ー シ ュ ラ マ 、 つ
ま り 四 住 期 の それ は 個 人 的 側 面 を 強 調 す る。 ア ー シ ュ ラ マ の 第 一 の 梵 行 期 は
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身 体 と心 の 訓 練 と抑 制 の 期 間 で あ る。 第 二 の 家 住 期 は 結 婚 生 活(grhastha)
の 時 期 で あ る。 結 婚 は 神 聖 と 見做 され る 。 そ れ は 精 神 的 成 長 の 手 段 で あ る・
最 も理 想 的 な 結 婚 は一 夫 一 婦 の そ れ で あ る が 、 重 婚 も ま た 黙 認 され た 。 精 神
的 成 長 と い う結 婚 の 理 想 を獲 得 す る た め に 、 婚 姻 関 係 は 永 続 的 で な け れ ば な
らな い。 し か し 今 日、 離 婚 や 別 居 は 正 当 化 さ れ 、 ま た 進 歩 的 で あ る と さえ 考
え られ て い る 。 ヒ ン ド ゥー イ ズ ム の 女 性 観 は 高 尚 な もの で あ り、 女 性 は 本 来 、
優 れ た も の と認 め られ て い る。 しか し 現 代 の女 性 は 自 尊 心 を失 い っ っ あ り、
女 性 自 身 の 個 性 と独 自性 を 尊 重 して い な い 。 第 三 の 林 住 期 は 家 庭 の 責 任 を 終
え た 時 に始 ま り、 それ は 真 の 精 神 生 活 の た め の 準 備 の 時 で あ る。 第 四 の 遊 行
期 に 於 け る サ ン ニ ャ ー シ ンの 目 的 は 、外 界 との 交 わ り を絶 つ こ とで は な く 、
そ れ らに 惑 わ され な い 精 神 的 自 由 を 得 る こ とで あ る 。 サ ン ニ ャ ー シ ン は 社 会
に物 質 的 に 寄 与 す るこ と も な け れ ば 、 如 何 な る 社 会 形 態 に も 関 与 し ない 。 彼
は 一 切 の 入 と一 切 の 集 団 を 等 し き も の(SamataSarVaSmin)と 見 做 す 。
解 放 され た 人 間 は 世 界 の 福 利 に無 関 心 で は な い 。 これ ら の 生 活 階 梯 は 今 もな
お ヒ ン ド ゥ ー の 心 を 支配 し て い る 。
第 四章 ヒ ン ド ウ ー ・ダ ル マ(2)
カ ー ス ト制 度 は ヒ ン ド ゥー の 包 括 的 な 統 合 精 神 を示 す もの で あ る 。 民 族 の
対 立 問 題 は 絶 滅 や 支配 とい っ た 方 法 で 解 決 され るべ きで は な い 。 民 族 的 側 面
に於 て 、 カ ー ス ト制 度 は人 間 集 団 の 無 数 の 多 様 性 を 肯 定 す る 。
カ ー ス トの 理 論 は 異 種 姓 間 の 婚 姻 を 支持 す る も の で は な か っ た が 、 そ れ は
か な り 広 く行 わ れ て い た 。 そ し て 、 こ れ に よ って 生 じた 雑 種 カ ー ス トの 地 位
は 、 プ ラ テ ィロ ーマ や ア ヌ ロ ー マ と い っ た 方法 に よ って 入 念 に 規 定 され て き
た 。 異 種 姓 間 の 婚 姻 は 本 来 は 慣 習 や 法 に よ っ て 禁 じ られ て き た もの で あ り、
今 日、 不 可 触 民 と 見做 され て い る集 団 の 幾 っ か は 、 こ れ に よ っ て 生 じ た もの
とい わ れ て い る 。 人 の 在 り方 を決 定 す るの は 氏 か 育 ち か と い う問 題 は 激 し く
論 議 され て い る が 、 カ ー ス トの 理 論 は 遺 伝 を 重 視 し て い る。 も っ と も 、遺 伝
の問 題 が 同 カ ー ス ト(savarna)内 の 結 婚 の み を 正 当 とす る ほ ど 多 大 な も
の か ど うか は 決 定 し難 い 。 しか し ヒン ド ゥー の 思 想 家 は 遺 伝 の 事 実 を想 定 し、
同 等 の 資 質 を持 っ 者 ど う し の 結 婚 を奨 励 し た。 とは い え 、 こ の こ と は氏 が総
て で 育 ち は 問 題 で は な い とい う 意 味 で は な い 。 一切 の 者 に と っ て 結 婚 す る こ
と は義 務 で あ る が 、 必 ず し も 自 己 の カ ー ス ト内 で 行 わ れ な く と も、 文 化 や 社
会 発 展 の 水 準 が ほ ぼ 同 等 な者 の 間 で あ れ ば よ い。 無 力 で 弱 い 者 を教 育 や 道 徳
に よ っ て 高揚 す る 努 力 は 為 され る べ き で あ るが 、無 差 別 な 婚 姻 関 係 は 必 ず し
も 望 ま し い もの と は 限 らな い 。
カ ー ス トの 統 合 は 異 な っ た 倫 理 観 を持 っ 社会 の 組 織 化 と し て 始 ま っ た 。 各
カ ー ス トは 、 そ の 社 会 的 目 的 と 機 能 、 お よ び 自身 の 規範 と伝 統 を 持 っ て い る。
様 々 な カ ー ス トの 機 能 は 全 体 の 福 利 に と って 等 し く 重 要 で あ る と さ れ る。 バ
ラ モ ン に は 、 精 神 的 自 由 を 発 展 させ 広 め る た め の 自 由 と 時 間 が 与 え られ た 。
彼等 は 政 府 の 助 言 者 と し て社 会 の 真 の利 益 を 指 示 す る 。 非 暴 力 を遵 守 し な が
ら も、 ヒ ン ド ゥー社 会 は ク シ ャ ト リ ヤ に 力 の 行 使 を認 め 、反 社 会 的 要 素 を拒
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む た め の 管 理 を強 め た。 経 済 的 集 団 と して の ヴ ァ イ シ ャ に は 、 貪 欲 を制 し 、
富 に 対 す る道 義 上 の 責 任 を 認 識 す る こ と が 求 め られ た 。 未 熟 な 労 働 者 や 小 作
農 は 無 産 階 級 、 す な わ ち シ ュ ー ドラ を 形 成 す る。 カ ー ス ト制 度 は 、 社 会 生 活
の法 則 は 闘 争 で は な く調 和 と協 力 で あ ら ね ば な ら な い と主 張 す る。 各 人 は 、
自 身 に特 有 の 本 分(svadharma)と0そ れ に 適 し た 自 己 特 有 の 本 性
(svabhava)を 持 っ と さ れ 、 本 分 を 変 え る こ と は 奨 励 され な い 。 し か し例
外 も 自 由 に 認 め られ た 。 総 て の 人 は 程 度 の 差 こ そ あ れ 、 一 切 の 資 質 を 有 し て
い る 。 バ ラ モ ン は 、 そ の 内 に 武 人 た る可 能 性 を 持 ち 、 ま た 古 代 の 聖 仙 は 農 業
家 で あ り、 時 に は 武 人 で あ った 。
カ ー ス トの 職 業 観 は 、 労 働 を 経 済 的 動 機 か ら為 され る隷 属 と は み な い 。 特
定 の 本 分 を 果 す こ と は 、 各 職 業 集 団 が 自 らに 設 け た 精 神 的 目 的 で あ る 。 カー
ス ト制 度 は 富 や 満 足 の 追 究 に 於 て は 民 主 的 で は な い が 、 精 神 的 価 値 に 関 す る
限 りは 民 主 的 で あ る 。 ヒ ン ド ゥ ー の 機 構 の 中 で は 、 文 化 的 な もの が 最 高 の も
の を 、 経 済 的 な もの が 最 低 の もの を 形 成 す る。
異 な る カ ー ス トは 、 自 己完 成 に 至 る 道 に 於 て 違 っ た 段 階 に い る人 々 を表 わ
し て い る 。 重 要 な の は 行 為 で あ り生 ま れ で は な い 。 低 カ ー ス トの 者 とい え ど
も 、上 位 カ ー ス トの 者 と 等 し く理 想 を達 成 す る こ と が で き る。 しか も、 それ
ぞれ の 人 々 に は 、 自分 の 集 団 で伝 え られ て き た 方 法 に 従 う こ とが 許 さ れ て い
る 。 ヴ ェ ー ダ に 関 す る 学 習 や 祭 式 は 、 再生 族 に は 認 め られ 、 シ ュ ー ド ラ に は
禁 じ られ て い る 。 しか し知 識 を 保 つ こ とは ヴ ェ ー ダ に 関 す る権 利 を 離 れ て も
可 能 で あ る 。 今 日 、 社 会 の 福 利 は 一 切 の独 占 の 徹 廃 を 求 め て い る 。 今 や ヒ ン
ド ゥー の 聖 典 は 、 カ ー ス トや 性 別 に 関 係 な く一 切 の 人 に 開 か れ ね ば な ら な い。
(以 下 、 本 書 全 体 の 要 約 が 述 べ られ て い る が 略 す 。)
3.ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン の 宗 教 観 お よ び カ ー ス ト観
ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ンの 思 想 に 触 れ る 前 に 、 まず 、 こ こで 繰 返 し 用 い られ
てい る 「実 在 」 とい う語 の 概 念 を 明 らか に し て お か ね ば な ら な い 。 こ の 「実
在 」 と は 、語 根a8(あ る)か ら作 られ た 語 で あ るsat(「 有 」)'に相 当 す
る 。 しか し哲 学 的 意 味 合 いでsatと い う場 合 、 そ れ は 単 に 「もの が あ る」
と い う こ と で は な く 、 そ れ が 如 何 な る変 化 も受 け ず 常 住 で あ り、 更 に 秩 序 あ
る存 在であ るどとを意味す る。 また:.の 反.意語 で あ るas・ar(「 非 有」)は 、 非 常
住 で 変 化 を続 け る 、 い わ ば 混 沌 と し た もの を さ し て お り、 非 存 在 あ る い は 虚
無 と い う意 味 で は な い 。 従 って 「実 在 」 と い う時 に は 、 存 在 の 有 無 で は な く、
存 在 の 在 り方 が 問 題 と され て い る こ と に 注 意 し て お か ね ば な ら な い 。
さ て ・ ラ ー ダ ー ク リ シ ュナ ン に よ る と 、 彼 が 宗 教 の 第 一 義 と し て い る宗 教
経 験 とは 、 我 々が 感 覚 器 官 に よ っ て 物 質 的 な もの を 知 覚 す る の と 同 様 に 、 直
観 に よ っ て 実 在 ま た は 神 と呼 ば れ る 精 神 的 な も の を 知 覚 す る こ と と され る。
と こ ろ が 、我 々 が 感 覚 的 知 覚 に於 て 見 誤 っ た り聞 き違 え た りす る よ うに 、
「精 神 的 知 覚 もま た 誤 り易 い た め 、 そ れ は 論 理 的 思 考 に よ る検 証 の 過 程 を 必
要 とす る 」囎 も し も 知 的 確 証 が な け れ ば 、 経 験 は 単 な る思 い 込 み に す ぎ ず 、
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そ れ だ け で は他 者 に 対 し て 自 分 の 経 験 を 正 当化 す る こ とは で き な い 。 そ こ で 、
「宗 教 経 験 が 実 在 を 示 し て い る と言 え る よ う に 、 ま た 宗 教 的 信 念 を論 理 的 に
確 実 な もの と す る た め に 、 我 々 は 経 験 に 知 的 解 釈 を付 す こ と を 余 儀 な く さ れ
る 」(43つま り直 観 に よ る 経 験 に 加 え て 、 理 性 に よ る論 理 的 考 察 が 求 め ら れ る
の で あ る 。 ラ ー ダ ー ク リ シ ュナ ン は 、 「知 力 は 直 観 に 、教 義 は 経 験 に 、 外 的
表 現 は 内 的 覚 醒 に 従 属 す る」(5)とレ て 直 観 を 優位 に 置 き な が ら も、 理 性 に よ る
論 理 もま た 必 要 と 認 め 、 直 観 と理 性 を 対 立 す る もの と して 扱 っ て は い な い 。
と こ ろ が 、 こ うし て 表 わ さ れ た知 的 表 現 に は 多 く の 差 異 が 見 出 され る。 こ
の こ と に つ い て 、 ラー ダ ー ク リ シ ュナ ン は一 元 論 的 立 場 か ら、 「我 々 の 知 的
表 現 に 差 異 が あ る の は 、 そ れ らが 唯 一 な る 中 心 的 実 在 の 異 な っ た 一 側 面 を 表
わ して い る か らに す ぎ ず」(6)それ らは 総 て 同 一 の 実 在 を さ した も の で あ り、
ま た 「神 の 様 々 な 叙 述 を 認 め る こ とは 、 多 神 論 に 陥 る こ と で は な い」(7)と主
張 す る 。 そ し て 彼 は 「宗教 経 験 は実 在 の あ りの ま ま の 表 象 で は な く 、 そ れ を 知
覚 す る 心 の 持 つ 観 念 や 先 入 主 に よ っ て 既 に 影 響 を 受 け た 実在 の現 わ れ で あ る
」(8)とし 、 「神 の 叙 述 の 多 様 性 は 、宗 教 経 験 が 心 理 学 的 に 介 在 され る こ と に
気 づ け ば 容 易 に 理 解 さ れ 得 る 」(9)と述 べ て い る 。実 際 、 ラ ー ダ ー ク リシ ュ ナ
ンが こ こで 根 拠 に あ げ た 心 理 学 で も、 「曖 昧 な 多 義 的 刺 激 が 与 え ら れ 、 こ れ
を 知 覚 し 解 釈 す る さ い 、人 格 の 内 部 に 根 ざ す 要 求 や 情 緒 あ る い は そ の 他 の 要
因 が 選 択 的 に 知 覚 に 作 用 し、 こ れ を 変 容 す る こ と」⑩ が 認 め られ て い る 。 ラ
ー ダ ー ク リシ ュ ナ ン が 基 づ く ヴ ェ ー ダ ー ン タ哲 学 の 説 く と こ ろ で は 、 究 極 的
実 在 す な わ ち ブ ラ フ マ ン は 如 何 な る名 称 ・形 態 を も具 え ず 、 言 語 に よ る表 現
を越 え た も の と され 、 そ の 意 味 で は ま さ に 「曖 昧 な 多 義 的 刺 激 」 を 与 え る も
の とい え る 。 し か も実 在 に対 す る 知 覚 は 、 ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン の い う 「知
覚 す る心 の 持 っ 観 念 や 先 入 主 」 っ ま り 「人 格 の 内 部 に 根 ざ す 要 求 や 情 緒 あ る
い は そ の 他 の 要 因 」 に よ って 様 々 に変 容 さ れ る 。 これ が 宗 教 経 験 に 個 人 差 が
生 じ る原 因 で あ る。 宗 教 経 験 が 実 在 の 忠 実 な表 象 で な い こ とは 、 す な わ ち実
在 そ の も の を 把 握 す る こ とは で き な い こ と を 意 味 す る 。
実 在 そ の もの を 不 可 捉 ・不 可 説 とす る 立 場 か ら 、 神 の 本 性 の 明 示 を 敢 え て
求 め られ た 場 合 、 そ れ は 沈 黙 や 否 定 的 叙 述 を 以 っ て表 わ さ れ た 。 例 え ば 、 ヤ
ー ジ ニ ャ ヴ ァ ル キ ャ の 用 い た 「非 也 ・非 也 」(netineti)な どが そ れ で
あ る。 しか し 「人 間 の 心 に と って 、絶 対 の 沈 黙 や否 定 的 叙 述 に従 う こ とは 極
め て 困 難 で あ る 」⑪ そ の た め 、我 々 は 無 限 の 実 在 に 想 像 や 譬 喩 に よ っ て具 体
的 な 名 称 ・形 態 を与 え る こ とに よ り、 実 在 を 限 定 化 し て 表 現 す る 。 そ の際 、
我 々 が 用 い 得 る最 高 の 範 疇 が 人 格 の そ れ で あ る こ とか ら、 人 格 化 さ れ た 神 観
念 が 生 ま れ る こ と に な る 。 ラー ダ ー ク リシ ュナ ン は こ の こ とを 「神 の 人 格 を
求 め る 合 理 的 強 制 が あ る」 ⑫ と 一 応 は 認 め る 一 方 、 擬 人 的 な 神 観 念 は相 対
的 ・象 徴 的 な もの に す ぎず 、実 在 の 本 質 は あ く ま で 人 格 を越 え た もの で あ る
と主 張 し 、 ま た 、 ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム は 一 切 の 宗 教 概 念 を 事 実 と し て 容 認 す る
と は い え 、 「そ れ が ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム に は ど の 宗 教 に も優 劣 が な い と い う こ
と を さす と す れ ば 、 そ れ は 全 く 正 し く な い 」⑬ と も述 べ て い る 。 彼 に よ る と、
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ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム の 諸 形 態 は 次 の よ うに 等 級 づ け られ る 。(1)非 人 格
的 絶 対 者 の 信 仰 、(2)入 格 神(こ の 場 合 は 主 宰 神(lsvara丿 を
さ す)の 信 仰 、(3)ラー マ 、 ク リシ ュ ナ 、 仏 陀 な ど 、 神 の 権 化 の信 仰 、(4)祖霊
や 下等 な 神 格 の 信 仰 、(5)つま ら な い 超 常 能 力 や 霊 の 信 仰 。 次 い て こ の 下 に 、
沐 浴 場 の 信 仰 や 、 更 に 幼 稚 な もの と し て 樹 木 や 石 に 対 す る 偶 像 崇 拝 が あ げ ら
れ て い る。 そ し て ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ンは 、 大 多 数 の ヒ ン ド ゥ ー が こ の 尺 度
を 適 用 す る こ と な く 、寛 容 の名 の も と に 迷 信 的 な 儀 礼 や 慣 習 に 同 等 の 価 値 を
与 え て い るの は 遺 憾 で あ る と述 べ て い る。 こ う し て 最 高 の 神 観 念 を 示 す と共
に 、 彼 は ま た 「民 衆 は 未 だ に 天 界 を み つ め て 立 っ て い る」αの と 指 摘 し 、 天 界
に 生 ま れ る こ とが 究 極 的 目 標 で は な い こ と を示 唆 して い る。 こ の こ とか ら、
彼 も ま た 輪 廻 や 解 脱 と い った イ ン ド思 想 の 伝 統 的 観 念 を 受 け 継 い で い た こ と
が 窺 わ れ る 。
こ の よ うに 、 ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン は唯 一 な る 中 心 的 実 在 の存 在 を 主 張 し
て い る 。 と こ ろ が 、 そ の こ と を実 際 に証 明 し よ う と す る 彼 の 言葉 は み られ な
い 。 言 い 換 え れ ば 、 彼 は 実 在 が 存 在 す る こ と を 前 提 と し て 論 を進 め て い る の
で あ る 。 しか し彼 は こ の類 の形 而 上学 的 事 柄 を 、 権 威 に 追 従 し て 無 条 件 に 受
け 入 れ て い る の で は な い 。 彼 が 「宗 教 経 験 に 関 す る我 々 の 解 釈 は 、 科 学 の 発
見 と 一 致 す る に 違 い な い 」⑮ と し 、 ま た 「伝 統 の 中 の 論 理 的 に 通 じ る 部 分 の
み が 感 覚 的 証 拠 よ り優 れ た もの と認 め られ 、 総 て の伝 統 が そ う なの で は な い
」⑯ と述 べ て い る こ と 、 あ る い は 上 述 の よ うに 、 宗 教 経 験 の 多 様 性 を 心 理 学
的 に 証 明 し よ う と し て い る こ とか ら も、 彼 は 形 而 上 学 的 問 題 を寧 ろ 科 学 的 に
実 証 され て ゆ くべ き 課 題 と して 考 え て い る と思 わ れ る 。
シ ャ ン カ ラ が 幻 影 主 義 的 一 元論 を 主 張 し 、 ま た解 脱 の た め の手 段 は 知 識 の
み と考 え 、 行 為 は 無 明 を原 因 と す る も の で あ る と し て 、 知 行 併 合 説 を否 認 し
た た め 、 シ ャ ン カ ラ の 思 想 は 倫 理 ・道 徳 を 否 定 す る もの と 時 に 批 判 され る 。
し か し シ ャ ン カ ラ は 、 「行 為 の 実 行 、 倫 理 ・道 徳 的 行 為 の 実 践 が 解 脱 に 、不
可 欠 で あ る」 ⑰ と い い 、 ま た 「行 為 は 無 明 が 滅 す る ま で 実 践 さ れ る べ き で あ
る」⑱ と し、 限 定 的 意 味 に 於 て 倫 理 ・道 徳 的 行 為 を認 め て い る 。 ラ ー ダ ー ク
リ シ ュナ ン が 、 「我 々 は 客 体 を知 覚 す る が 、 幻 影 を 眺 め て い る だ け な の で は
な い 」⑲ と 現 象 世 界 を 肯 定 し、 そ こ に 普 遍 的 倫 理 観 を与 え よ う と し て い る の
は 、 シ ャ ン カ ラ が 限 定 的 に 肯 定 し た 行 為 の 実 践 の 意 義 を 更 に 前 面 に 押 し出 し
て 、 シ ャ ン カ ラ に 対 す る批 判 に 答 え よ う と し た も の と 考 え られ る 。
と こ ろ で ま た ラーダークリシュナンが、ヴェーダーンタ哲 学 は ヒ ン ド ゥ ー イ ズ ム の 本
質 的 観 念 で あ り、 「ヒ ン ドゥ ー イ ズ ム の 総 て の宗 派 は 、 各 々 の 宗 教 観 に従 っ
て ヴ ェ ー ダ ー ン タ の 原 句 を 表現 し よ う と し た 」⑳ と い う あ た り に は 、 ヴ ェ ー
ダ ー ン タ 哲 学 に 対 す る彼 の 確 信 が み られ る とは い え 、 彼 が ヴ ェ ー ダ ー ン タ哲
学 を宗 派 的 な も の で は な い と い い 、 更 に そ れ が 四 ・五 千 年 に わ た って 受 け継
が れ て きた と考 え て いることに1ま問 題 が あ ろ う・ 歴 史 的 推 移 を み て も・ ヴ ェー
ダ ー ン タ 哲 学 は 一 セ ク トで あ っ た し 、 ま た 、 そ の 中 心 思 想 で あ る ブ ラ フ マ ン
の 観 念 に し て も紀 元 前 二 千 年 ま で は 溯 ら な い 。 彼 の い う 四・五千年 も以 前 と い
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え ば 、 実 に イ ン ダ ス 文 明 の 時 代 に あ た る が 、 そ の 時 代 に ヴ ェ ー ダ ー ン タ的 観
念 が あ っ た とは ま ず 考 え られ な い 。
カ ー ス ト制 度 に っ い て ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン は 、 「今 日、 そ れ は 抑 圧 と狭
量 の た め の 手 段 に 堕 落 し 、 不 平 等 を 存 続 さ せ 、 排 他 的 精 神 を 増 長 さ す 傾 向 に
あ る 」⑳ と 述 べ 、 そ の 現 状 を批 判 し て い る 。 し か し本 書 全 体 か らい え る こ と
は 、 彼 が カ ー ス ト制 度 の 原 理 を ヒン ド ゥ ー の 統 合 的 で寛 容 な精 神 を示 す もの
と し て 擁 護 し て い る とい う こ とで あ る 。
ラ ー ダ ー ク リ シ ュナ ン は 、 ま ず 個 人 の 資 質 と い う問 題 を と り あ げ る。 彼 に
よ る と 、 人 は 総 て の 分 野 に 於 て等 しい 能 力 を 持 って い る の で は な い 。 人 は 生
ま れ な が らに し て 自 己 の 本 分 と 、 そ れ に 見 合 っ た 資 質 を 有 し て い る 。 カ ー ス
トに よ る 区 別 は 各 人 の 個 性 と資 質 に 従 った もの で あ り、 し か も個 々 の 持 っ 資
質 は い ず れ も社 会 に と っ て は 等 し く重 要 な もの で あ る 。 我 々 は 自 分 の 本 分 に
逆 ら う こ と な く 、 そ れ を 果 す こ と に よ って 自 己 完 成 に 至 るべ き で あ る。 しか
し ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン は 、 様 々 な 資 質 の総 て に 社 会 的 存 在 意 義 が あ る と し
な が ら も、 そ れ ら に 優 劣 の あ る こ と を 認 め 、 ヒ ン ド ゥー の 組 織 の 中 で は 、 文
化 的 ・精 神 的 な も の が よ り高 い 階 級 を 、 そ し て 経 済 的 な もの が よ り低 い 階 級
を形 成 す る と して い る 。 そ し て 彼 は 優 れ た 資 質 を 維 持 し て ゆ く観 点 か ら 、遺
伝 の 理 論 に基 づ き 、 異 種 姓 間 の 結 婚 お よ び 資 質 の 掛 け 離 れ た者 ど うし の 結 婚
に 反 対 し 、 「も し も最 上 の 家 系 の者 が 劣 等 な 素 姓 の 者 と結 婚 す れ ば 、 そ の 者
が 受 け 継 い で い る 優 れ た もの が相 手 の 受 け継 い で い る劣 っ た もの に よ っ て 低
下 し、 そ の 結 果 、 その 子 供 は 重 い ハ ンデ ィ キ ャ ッ プ を背 負 っ て 人 生 を 歩 む こ
と に な る 」⑳ と述 べ て い る 。 更 に 彼 は 、 現 代 の 民 主 主 義 に よ る 安 易 な 平 等 の
主張 は 一 切 の 資 質 を均 一 化 し て し ま い 、社 会 全 体 の 能 力 の 水 準 低 下 を もた ら
す もの で あ る と 批 判 し て い る 。 しか し ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン が 、 カ ー ス トの
上 下 を 決 定 す る 要 因 と し て 、 カ ー ス ト観 の 重 要 な 基 盤 で あ る貴賎 観 念 に つ い
て 全 く触 れ て い な い こ と は 注 意 し て お か ね ば な らな い 。 カ ー ス トを 決 定 す る
もの は 生 ま れ か 行 為 か と い う問 題 は 、 イ ン ド思 想 に 於 て し ば しば 議 論 さ れ て
き た が 、 こ こで ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン が遺 伝 を 引 き合 い に 出 し 、 生 ま れ な が
らの 資 質 を問 題 と し て い る 点 で はv彼 は 生 ま れ を 重 要 な 要 因 と み な し て い る
と考 え られ る 。 しか し ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ンが ヵ 一 ス トに よ る 区 別 を 肯 定 す
る の は 、 カ ー ス ト制 度 の 社 会 的 側 面 、 す な わ ち 社 会 と 個 人 の 役 割 り との 関 係
を扱 う場 合 で あ る。 これ に 対 し て彼 は 、 精 神 的 理 想 の 達 成 に 関 す る限 り社 会
的 区 別 は 消 失 し 、 理 想 の 達 成 は カ ー ス トの 上 下 に 関 わ らず 誰 もが 等 し く 得 る
こ と が で き る と し 、 し か も重 要 な の は 行 為 で あ り生 ま れ で は な い こ とを 明 言
し て い る 。 し か し、 この 場 合 で も彼 は 、 「異 な る カ ー ス トは 、 自己 完 成 に 至
る 道 に於 て 違 っ た 段 階 に い る 人 々 を 表 わ して い る 」㈲ と して 、 基 本 的 に は 上
位 カ ー ス トの 者 ほ ど精 神 的 に 優 れ て い る と 見 做 し て い る こ と は忘 れ て は な ら
な い 。
ラ ー ダ ー ク リ シ ュ ナ ン は 、 精 神 的 ・文 化 的 に 異 な っ た 発 展 段 階 に あ る人 々 、
ま た 資 質 や 能 力 が 異 な って い る 人 々 を 統 合 し 、 共 存 共 栄 を 図 る た め の 社 会 制
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度 と し て 、 カ ー ス ト制 度 を 肯 定 し て い る 。 し か し彼 は 、 資 質 や 能 力 と い っ た
も の は 表 面 的 な もの で あ り 、 人間 の 本 質 的 な 精 神 性 に 於 て は 差 別 の な い こ と
を 説 い て い る 。 彼 は この こ と を、 「各 人 は そ の 内 に 、 超 越 的 で 階 級 づ け を認
め ぬ 何 か を持 っ 」鋤 と述 べ 、 ま た 「人 類 の始 ま りに 於 て は 、 如 何 な る階 級 区
別 もな か っ た と され る。 な ぜ な ら 、 一 切 は 至 高 者 か ら生 ま れ た か らで あ る」㈲
と表 わ し て い る が 、 こ こで 彼 の い う 「超 越 的 で 階 級 づ け を 認 め ぬ 何 か 」 ・ あ
る い は 「至 高 者 」 と は 、 ア ー トマ ン、 ブ ラ フ マ ン を さ して い る。 こ の よ う に、
人 間 の 精 神 的 側 面 で の 平 等 を、 ア ー トマ ン ・ブ ラ フ マ ン の 教 義 か ら導 こ う と
し て い る点 に 、 彼 の ヴ ェ ー ダ ー ン タ 的 見 方 が 現 わ れ て い る。
4.お わ りに
近 代 以 降 の イ ン ド思 想 の 流 れ の 中 で 、 そ れ に 西 洋 思 想 が 及 ぼ し た 影 響 を 無
視 す る こ とは で き な い 。 た だ し西 洋 思 想 と の 交 渉 に於 て 多 くの ヒ ン ド ゥ ー 思
想 家 に み られ る態 度 は 、 彼 等 が 西 洋 思 想 を吸 収 し な が ら も、 そ れ を イ ン ド古
来 の 伝 統 の 上 に 生 か そ う と し た こ とで あ った 。 同 様 の こ と は 、 ラ ー ダ ー ク リ
シ ュ ナ ン につ い て もい う こ とが で き る 。 彼 は 東 西 思 想 の比 較 研 究 に 於 て 、 イ
ン ド思 想 の 持 っ 意 義 を明 ら か に す る こ と を常 に 心 が け て い た 。 彼 が 現 実 生 活
を 積 極 的 に 肯 定 し よ う と した こ とや 、 カ ー ス ト制 度 に つ い て み せ た 保 守 的 な
一 面 は 、 ひ とっ に は 、 シ ャ ン カ ラ の マ ー ヤ ー 説 や カ ー ス ト制 度 に 西 洋 思 想 の
側 か ら向 け られ た 批 難 に 対 し、 イ ン ド思 想 の立 場 か ら答 を示 し た 結 果 で あ っ
た と考 え られ る。 し か し 彼 が 知 識 階 級 に と っ て は 理 解 し 易 い抽 象 的 ・非 人 格
的 神 観 念 を 最 高 の もの と し、 あ る い は バ ラ モ ン の 優 秀 性 を し ば し ば 強 調 し て
い る あ た り に は 、 バ ラ モ ン 階 級 の 出 身 で あ り 、 し か も最 高 の 教 育 を 受 け て き
た 彼 自 身 の 生 い 立 ち を思 い起 こ させ な い で も な い 。
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